
八尾市一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）策定に関する動き 

 

 平成 07 年 06 月 容器包装リサイクル法制定 

          家庭ごみ全体のうち、容積で約 6割、重量で約 2割を占める 

          一般廃棄物の排出量が増大し、最終処分場の残余年数もひっ迫している状況から、 

容器包装による廃棄物の減量と再生資源としての有効活用を進める 

個別リサイクル法としては初の法律 

平成 12 年 04 月 容器包装リサイクル法完全施行 

          ペットボトル以外のプラスチック製容器包装及び紙製容器包装の追加 

平成 13 年 05 月 廃棄物処理法に基づく基本方針 

         ①できる限り廃棄物の排出を抑制 

         ②廃棄物となったものについては不適正処理の防止その他の環境への負荷の低 

減に配慮しつつ、再使用、再生利用、熱回収の順にできる限り循環的な利用を 

行う 

         ③適正な循環的利用が行われないものについては、適正な処分を確保する。 

          ⇒一般廃棄物及び産業廃棄物の最終処分量を平成 22 年度までに平成 9年度の 

おおむね半分に削減する 

平成 15 年 09 月 八尾市一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）策定 

          基本理念：環境にやさしいコミュニティを形成し、廃棄物の発生抑制、再使用、 

再生利用を進め、『ごみゼロ（ごみの最終処分量ゼロ）、資源が循環す 

るまち』を構築する 

 平成 17 年 02 月 京都議定書発効 

          平成 20 年から平成 24 年までの各年の温室効果ガスの排出量の平均を、基準年 

（1990 年）の 6％削減（平成 16 年度実績からは 14％削減） 

 平成 17 年 02 月 中央環境審議会の意見具申 

 平成 17 年 05 月 意見具申を受けた廃棄物処理法に基づく基本方針の改正 

          廃棄物・リサイクル行政の目的が、これまでの公衆衛生の向上や公害問題の解決 

から循環型社会の形成へと変遷していることを踏まえ、3R に重点を置いた最適な 

リサイクル・処理システムを構築していくこと 

 平成 17 年 06 月 八尾市循環型社会形成推進地域計画策定 

 平成 18 年 03 月 八尾市総合計画・基本計画（後期計画）策定 

          基本施策：廃棄物の減量化・リサイクルの推進 

               廃棄物等の適正・効率的な処理の推進 

平成 18 年 06 月 改正容器包装リサイクル法制定 

         都道府県分別収集促進計画・市町村分別収集計画の策定 

          分別収集された容器包装廃棄物の再商品化のための円滑な引渡し 

 平成 18 年 06 月 八尾市一般廃棄物（可燃ごみ）収集運搬許可制度開始 

平成 18 年 10 月 環境マネジメントシステム（KES）実践活動開始 

平成 19 年 02 月 気候変動に関する政府間パネル第 4次評価報告書作業部会報告書 

 「地球温暖化は確実に進み、その原因は人間活動とみてまず間違いない。」 

「今後も気温上昇は続き、実害に直結する。」 

「今が次世代に生きた地球を残せるかどうかの瀬戸際だ。」 

 平成 19 年 02 月 第 3期八尾市廃棄物減量等推進審議会 

 平成 19 年 03 月 KES・ステップ 2認証取得予定 
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八尾市一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）の見直し 

・取り組みの評価 
・数値目標の見直し 

・新たな分別５種分別

指定袋制の見直し 
・レジ袋の削減 ・資源循環会議等 

協議の場の確保 
・環境学習拠点の整備 

八尾市一般廃棄物処理基本計画（ごみ編）（平成 15 年 9 月策定） 




























